
１．まき網漁業

盧 漁獲量の経年変化

図１に１９６０年（昭和３５年）以降の島

根県の中型まき網漁業における漁獲量の

経年変化を示す。

２００４年の漁獲量は約６万７千トンで、

前年を６％上回った。浮魚類の漁獲量は

１９８９年をピークに、マイワシ資源の減少

に伴い減少傾向となった。近年では、マ

アジ、ブリなどの漁獲量が増加し、３年

連続して前年を上回る結果となった。２０

０４年は、特にマアジの漁獲が好調で、前

年の１６３％、平年（過去５年間平均）の

１５７％であった。

２００４年のＣＰＵＥ（１航海当たり漁獲

量）も、マアジの漁獲好調により、２８.

９トン／航海で、前年を７％上回り２年

連続の増加となった。

盪 漁労体数の動向

中型まき網漁業の漁労体数は、１９６９年

には７８ヶ統あったものが、徐々に減少し

ている（図２）。この原因としては、対象

魚種の変化や漁労技術の発達、漁船の大

型化などが考えられる。しかし、１９９０年

代以降は、マイワシ資源の減少に伴う経

営の悪化が最大の要因となった。また、

２０００年以降は減船事業の導入もあり漁労

体数が急減した。

２００４年の漁労体数は１５ヶ統で２００３年

と同数であった。

蘯 魚種別漁獲状況

図３～７に島根県の中型まき網による魚種別月別漁獲動向を示した。

①マアジ

２００４年の総漁獲量は２万４千トンで平年の１６２％、前年の１６３％となった。

２００４年は２００３年級群（１歳魚）を中心に１～６月の漁獲が好調で、県東部を中心に

平年を大きく上回った。夏場には平年を下回ったものの、秋以降は２００４年級群（当歳
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図１　島根県の中型まき網による魚種別漁獲量と
ＣＰＵＥの推移

（２００２年までは農林統計値、２００３以降は島根水試集計）

図２　島根県の中型まき網漁労体数の動向

図３　中型まき網によるマアジ漁獲量



魚）の新規加入も好調で平年を上回っ

た。

②サバ類

２００４年の総漁獲量は９,３７８トンで

平年の７４％、前年の７８％となり、平

年、前年ともに下回った。

漁獲の主体は豆サバ（０～１歳魚）

で、２歳魚以上の親魚の漁獲は少なか

った。１１月以降、漁況が好転し１２月

は平年を上回る漁獲となった。

③マイワシ

２００４年の総漁獲量は４９６トンで平年

の１０％で、前年よりはやや漁獲量は増

えたものの、依然として平年を大きく

下回っている。マイワシ資源は全国的

に低水準状態にあり、資源の回復は当

分見込めそうにない状況である。

④カタクチイワシ

２００４年の漁獲量は５,４４９トンで平

年の２８％、前年の３８％と低調であっ

た。

カタクチイワシの漁獲量は１９９５年か

ら２０００年までは、冬期を中心として３

万トン台の高水準を維持していたが、

２００１年には２,４４２トンにまで落ち込

んだ。２００３年は１４,４２９トンまで回復

したものの、２００４年は春期が低調で再

び１万トンを割り込む結果となった。

⑤ウルメイワシ

２００４年の漁獲量は６,２８３トンで平

年の１９５％、前年の１７９％となり、１９

９９年以降では最高の値となった。

漁獲の内訳を見ると、大半が県東部

で漁獲されたもので、県西部での漁獲

は極僅かであった。

２．いか釣り漁業

ここでは、いか釣り漁業（５ｔ未満船）、小型いか釣り漁業（５ｔ以上３０ｔ未満船）、中

型いか釣漁業（３０ｔ以上）によって浜田港に水揚げされたイカ類の漁獲動向をみた。

盧 スルメイカ

浜田港に水揚げされたスルメイカの漁獲動向を図８に示す。１９９９年以降９００トン前後
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図４　中型まき網によるサバ類漁獲量

図５　中型まき網によるマイワシ漁獲量

図６　中型まき網によるカタクチイワシ漁獲量

図７　中型まき網によるウルメイワシ漁獲量



の漁獲で推移していたが、２００２年に漁

獲量が大きく増加し２,１７８トンを記録

した。しかし、その後２年連続の減少

となり、２００４年の漁獲量は７５９トンで、

前年（１,４６５トン）の５２％、平年（過

去５年間平均：１,１３４トン）の６１％と、

２０００年に次いで低い値となった。

水揚金額も３億３,１９６万円で、前年

（５億９,２６９万円）の５６％、平年（４

億４,５５７万円）の７５％に留まった（図

９参照）。また、漁獲量が減少したため、

２００４年の単価は４３７円/ｋｇと前年を３

２円上回り、３年連続の上昇となった。

図１０に月別の漁獲動向を示す。２００

４年の漁獲動向を平年と比較すると、

１、２月の冬場の漁獲が平年を大きく

下回っていた。３月には平年を上回っ

たものの、その後は再び平年を下回っ

て推移した。

１、２月に漁獲が少なかった主な原

因としては、冬季発生群の産卵場への

南下経路が極端に朝鮮半島沿いであっ

たため、山陰沖にはわずかしか来遊し

て来なかったことが考えられる。また、

近年日本海のスルメイカ資源は高水準

にあったが、２００３年に日本海で実施さ

れた資源調査では、前年を下回る結果

が出ており、資源水準の低下も要因の

一つであった可能性が考えられる。

盪 ケンサキイカ

浜田港に水揚げされたケンサキイカの

漁獲動向を図１１に示す。

ケンサキイカの漁獲量は概ね５００トン

前後で推移してきた。２００１年に減少した

後は増加傾向となり、２００３年には９５７ト

ンとなった。２００４年の漁獲量は５４１トン

で、前年（９５７トン）の５７％、平年（５４０

トン）の１００％と、漁獲が好調であった前

年を下回ったものの、平年並みとなった。
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図８　浜田港に水揚げされたスルメイカの漁獲動向

図９　浜田港に水揚げされたスルメイカの漁獲動向およ
び水揚金額と単価の動向

図１０　浜田港に水揚げされたスルメイカの月別漁獲動向

図１１　浜田港に水揚げされたケンサキイカの漁獲動向



漁獲量の減少に伴い、２００４年の単価

が１,０２６円／ｋｇと前年を２８１円上回

ったため、水揚金額は５億５,５５３万円

で、前年（７億１,３２９万円）の７８％、

平年（５億７５８万円）の１０９％となっ

た（図１２参照）。

図１３に月別の漁獲動向を示す。２００

４年の漁獲動向は、平年同様５月から

漁獲され始め、９月に漁獲のピークを

迎え、１１月には終息した。

３．沖合底びき網漁業

本漁業は東経１２８度以東の日本海南西海域を漁場としており、浜田港を基地とするものは

現在６ヶ統が操業している。操業期間は８月１６日から翌年５月３１日までで、６月１日から

８月１５日までは禁漁期間である。ここでは統計上、漁期年を用い、１漁期を８月１６日から

翌年５月３１日までとした。

盧 全体の漁獲動向

図１４に１９８１年以降の浜田港を基地

とする沖合底びき網漁業（以下、浜田

沖底という）における総漁獲量と１統

当たり漁獲量（以下、ＣＰＵＥという）

の経年変化を示す。

総漁獲量は、操業統数の減少により

急激に減少したが、１９９３年以降３,０００

トン台で推移している。一方、ＣＰＵＥ

は日韓新漁業協定が発効された１９９８年

以降急増し、近年は５００トン台で推移

している。

２００４年の浜田沖底の総漁獲量は前漁期を１３％下回る３,０３８トン、ＣＰＵＥは５０６トン

であった。また、総水揚げ金額は１６億７千万円、１統当たり水揚金額は２億７９００万円で、

昭和５６年以降で最高の水揚げ金額を記録した。

今漁期は、前漁期に見られたようなエチゼンクラゲの大発生もなく、操業が順調に行われ
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図１３　浜田港に水揚げされたケンサキイカの月別漁獲動向

図１４　浜田港を基地とする沖合底びき網漁業における総
漁獲量と１統当たり総漁獲量の経年変化
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図１２　浜田港に水揚げされたケンサキイカの漁獲動向お
よび水揚金額と単価の動向



たこと、また漁獲の約２割を占めるイカ類の単価が前年を３５％上回ったことや、概ね魚価

が比較的高く推移したこと（前年比１３％、平年比１４％上回る）が主な要因と考えられる。

盪 主要魚種の漁獲動向

①カレイ類

図１５にカレイ類のＣＰＵＥの経年変化

を示す。

ムシガレイは１９９１年以降、周期的な

増減を繰り返し、近年は減少傾向にある。

２００４年の漁獲量は３９４トン、ＣＰＵＥは

６６トンで、前年を３％、平年（１９９４年

～２００３年平均）を２０％上回った。

ソウハチは１９９０年以降、大きな変動

を示しながら減少傾向にある。特に１９９

９年以降は急減し、３ヶ年で１／４まで減少した。２００４年の漁獲量は８３トンで、前年に

引き続き１００トンを下回る水揚げとなった。ＣＰＵＥは１４トンで、前年を１４.７％上回っ

たものの、平年の２９.５％に留まり、低調な水揚げとなった。

また、ヤナギムシガレイは１９９１年以降増加傾向にあったが、２００１年以降は停滞気味で

ある。２００４年の漁獲量は１０４トン、ＣＰＵＥは１７トンで、前年の９１％に留まったものの、

平年を２１％上回る水揚げがあった。

②イカ類

図１６にイカ類のＣＰＵＥの経年変化を示

す。

ケンサキイカは周期的に大きな変動を示

し、近年は横這い傾向にある。２００４年は

冬～春にかけてまとまって漁獲され、漁獲

量は３６５トン、ＣＰＵＥは６１トンで、前年

を１８.５％、平年を１９.５％上回った。

一方、ヤリイカは１９９０年以降急激に減

少し、近年は横這い傾向にある。２００４年

の漁獲量は３０トン、ＣＰＵＥは５トンであ

った。

③その他

図１７に沖合底びき網漁業で漁獲されるカレイ類、イカ類以外の主要魚種におけるＣ

ＰＵＥの経年変化を示す。

アナゴは１９９５年以降、周期的な増減を示し、近年は減少傾向にある。２００４年の漁獲

量は１９８トン、ＣＰＵＥは３３トンで、前年を６.７％上回ったものの、平年を８％下回っ

た。

アンコウは１９９０年代に入り増加傾向にある。２００４年の漁獲量は２４１トン、ＣＰＵＥ

は４０トンで、前年を１３％、平年を７４％上回り、１９８１年以降最高の水揚げとなった。
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図１５　浜田港を基地とする沖合底びき網漁業におけ
るカレイ類の１統当たり漁獲量の経年変化
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図１６　浜田港を基地とする沖合底びき網漁業におけ
るイカ類の１統当たり漁獲量の経年変化
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ニギスは１９９８年をピークに急激な減

少傾向にある。２００４年の漁獲量は１１７

トン、ＣＰＵＥは２０トンで、前年を９.

５％、平年を２６.５％下回った。

キダイは１９９４年以降、周期的な増減

を繰り返している。２００４年の漁獲量は

２８８トン、ＣＰＵＥは４８トンで、前年を

６０％上回り、平年の２倍の水揚げがあ

った。

アカムツは１９９９年、２０００年と急増し

たものの２００１年以降横這い傾向にある。

２００４年は解禁直後の８、９月にまとま

って漁獲され、漁獲量は７５トン、ＣＰＵ

Ｅは１３トンで、平年を１４％上回る水揚

げがあったが、小型魚が少なかったのが

特徴的であった。

４．小型底びき網漁業第１種

本漁業は山口県との県境北西沖から隠岐海峡にかけての水深８０～１８０ｍの海域を漁場と

し、現在５８隻が操業を行なっている。操業期間は９月１日から翌年５月３１日までである

（６月１日から８月３１日までは禁漁期間）。ここでは統計上、漁期年を用い、１漁期を９月

１日から翌年５月３１日までとした。なお、ここでは温泉津漁協所属船を除く５７隻分の集計

値を用いた。

盧 全体の漁獲動向

図１８に１９９３年以降の小型底びき網漁

業（以下、小底という）における１隻当

たり漁獲量と水揚金額の経年変化を示

す。

２００４年の小底全体の総漁獲量は５,０４

６トン、総水揚金額は２２億５０００万円で

あった。一方、１隻当たり漁獲量は８８.

５トン、水揚金額は３,９４７万円で、前年

に比べ、漁獲量、水揚金額とも９％上回

った。また、１隻当たり操業日数は１３６日で前年並みであった。今漁期はエチゼンクラゲの

大量来遊、木材流出事故等などの障害もなく、操業も順調に行われた。

盪 主要魚種の漁獲動向
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図１７　浜田港と基地とする沖合底びき網漁業におけ
る主要種の１統当たり漁獲量の経年変化

図１８　小型底びき網漁業における１隻当たり漁獲量と水
揚金額の経年変化
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①カレイ類

図１９にカレイ類の１隻当たり漁獲量

（以下、ＣＰＵＥという）の経年変化を示

す。

ムシガレイのＣＰＵＥは１９９６年以降減

少傾向にある。２００４年の漁獲量は２８４

トン、ＣＰＵＥは平年（過去１０年平均）

を１５％下回る４.９トンであった。

１９９８年をピークにその後急減したソ

ウハチの漁獲量は６３２トン、ＣＰＵＥは

１１.１トンで、前年を３％、平年を３

０％下回った。

メイタガレイの漁獲量は４７トン、ＣＰＵＥは０.８トンで、前年を４５％下回り、平年

の４６％の水揚げに留まった。

この他のカレイ類のＣＰＵＥを平年値と比較すると、ヤナギムシガレイ（１.７トン）

は１０％増、アカガレイ（１.０トン）は３.１倍、ヒレグロ（３.７トン）は２.６倍の水

揚げがあった。

②イカ類

図２０にイカ類のＣＰＵＥの経年変

化を示す。イカ類は低調な漁獲であ

った。

ケンサキイカのＣＰＵＥは２００１年

以降増加傾向にあったが、２００４年

は低調であった。漁獲量は１４０トン、

ＣＰＵＥは２.５トンで、好調だった

前年の５８％、平年の７５％の漁獲に

留まった。

一方、ヤリイカのＣＰＵＥは２００１

年までは１年おきに好不漁を繰り返

していた。２００４年の漁獲量は９３ト

ン、ＣＰＵＥは１.６トンで前年を４

６％上回ったが、平年の７７％の漁獲に留まった。

スルメイカの２００４年の漁獲量は１１７トン、ＣＰＵＥは２.１トンで、前年を３４％上

回ったものの平年の７４％の漁獲に留まった。

③その他

図２１に小底で漁獲されるカレイ類、イカ類以外の主要種におけるＣＰＵＥの経年変化

を示す。

近年増加傾向にあるアンコウは中型魚を中心に３５６トンの水揚げがあった。ＣＰＵＥ

は６.２トンで、平年を１８％上回った。

ニギスはほぼ前年並みに留まり、漁獲量は６９４トン、ＣＰＵＥは前年を３％下回る１２.
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図１９　小型底びき網漁業におけるカレイ類の１隻当たり
漁獲量の経年変化
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図２０　小型底びき網漁業におけるイカ類の１隻当たり漁
獲量の経年変化

漁期年

1
隻
当
た
り
漁
獲
量



２トンであった。

アナゴ類の漁獲量は１３０トン、Ｃ

ＰＵＥは２.３トンで、前年を１０％上

回ったが、平年を２６％下回った。

周期的な変動を示すアカムツの漁

獲量は１４５トン、ＣＰＵＥは２.５トン

で前年の１.３倍、平年の１.７倍漁獲

があった。

キダイの漁獲量は４６０トン、ＣＰＵ

Ｅは８.１トンで、前年を３４％上回

り、平年の１.５倍の水揚げがあった。

ハタハタの漁獲量は２９６トン、Ｃ

ＰＵＥは５.２トンであった。春漁が

好調に推移し、平年の２.６倍の漁獲

があり、ここ１０年で最高値となった。

５．ばいかご漁業（石見・出雲海域）

本漁業は小型底びき網漁業（第１種）休漁中の６月～８月にかけて行われており、稼働隻

数は６隻（石見部５隻、出雲部１隻）であった。解析に用いた資料は、ばいかご漁業漁獲成

績報告書と漁獲統計資料（大田市漁協、和江漁協、仁摩町漁協、平田市漁協）、各漁業者に

記入依頼を行なっている操業野帳である。これらの資料をもとに、漁獲動向、エッチュウバ

イの価格動向および漁場利用について検討を行なった。また、資源生態調査として、大田市

漁協、和江漁協ならびに仁摩町漁協に水揚げされる漁獲物の殻長を銘柄別に測定し、この結

果と銘柄別漁獲箱数からエッチュウバイの殻長組成を推定した。さらに、Deluryの方法によ

りエッチュウバイの資源量を求め、漁獲率の推定を行なった。

盧 漁獲動向（図２２～２４）

漁獲量は依然低い水準で横ばい

状態であった。漁獲量は前年並み

だが金額は大幅に減少した。エッ

チュウバイの漁獲量は８０.５トン、

水揚金額は３,３９６万円で稼働隻数

は６隻であった。１隻当たりの漁

獲量は１３.７トン、５７６万円であ

り（忠栄丸除く）、漁獲量で前年

比９６％、平年（過去１０年）比８

７％だったが、金額では前年比８２%・平年比６２％と大きく落ち込んだ。

また、１航海当たりの漁獲量は４１４ｋｇで前年比９６％と横這いだったが、過去１０年間

の平均４８０ｋｇに比較すると依然低い水準にある。さらにその他の漁獲物も含めた１隻当

たりの総漁獲量は２１.１トン、総水揚金額は１,０８８万円で、量で１７％、金額で４％前年度
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図２２　平成１６年度ばいかご漁業（石見・出雲）の漁獲量・漁
獲金額（*全船）

図２１　小型底びき網漁業におけるその他主要魚種の１隻当
たり漁獲量の経年変化
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を上回ったが、過去１０年間の平

均１８.４トン、１,１４５万円に比較

すると依然低い水準にある。漁獲

物の組成は前年度とほぼ同じで漁

獲の中心は殻長６８～１００ｍｍの

中・大型貝であり、近年は平成１

０年頃と比較して８０～１００ｍｍ

の大型貝の減少が著しい。

盪 漁場（図２５）

漁場の利用状況は前年とほぼ同じ状況であり、Ｎ３５°３５～４５′、Ｅ１３２°１０～３０′

付近の漁場の集中化が見られた。

蘯 魚価の推移（図２６～２７）

エッチュウバイの１ｋｇ当たり平均価格は県西部で４１８円（前年比７１円）、平田市漁協

で４７２円（前年比６６円）であり、平成１０年度以降価格の下落傾向が止まらない状況にあ

る。特に大～特大サイズの価格下落が著しい。１６年度の大型のエッチュウバイ価格下落

は、他県や輸入品の増加による供給過剰が一因と思われる。

盻 資源状態（図２８）

Deluryの方法で求めた大田市沖合域漁場のエッチュウバイの推定資源量は１８４トンで、

推定漁獲率は４３.８％となった。推定資源量は１５年度の１３０トンより多い結果となった

が、ＣＰＵＥ（１航海あたり漁獲量）は１５年と大きく変わっておらず、資源状態は依然低

迷していると考えられる。

眈 その他
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図２３　ばいかご漁業における１隻当たり漁獲
量・水揚金額の推移（*忠栄丸除く）

図２４　ばいかご漁業における漁獲物の殻
長組成



エッチュウバイの価格向上のため、浜田水産事務所と連携して漁獲物の高付加価値化の

ための活動を実施した。１６年度は「新たな漁業経営チャレンジ事業」により石見部のバ

イかご漁船全船に海水冷却装置を導入し、漁獲物の高鮮度化を図った。価格向上効果は直

ちには見られなかったが、今後もエッチュウバイのブランド化の取り組みを進めてゆく。
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図２８　ばいかご漁業におけるＣＰＵＥ（１航海当た
り漁獲量）の推移（*忠栄丸除く）

図２７　エッチュウバイの銘柄別単価

図２６　県内エッチュウバイの夏期（６～９月）における
単価の推移

図２５　平成１６年度ばいかご漁業の漁場
（カゴ数）




